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当院で治療管理を行った絨毛性疾患の後方視的研究のご協力のお願い 

存続絨毛症は主に胞状奇胎娩出後に続発します。胞状奇胎娩出後の hCG 推移により経過

順調型と経過非順調型にわけられ、経過非順調型が存続絨毛症と診断されます。当院では

存続絨毛症を呈する患者の経過を厳格に管理する事により加療が必要かどうかを判断して

います。私達は絨毛性疾患を有する患者のよりよい治療を目指して下記の研究を実施して

います。本研究では当院で管理を行った絨毛性疾患を有する患者の臨床情報や治療経過、

治療成績を振り返り研究をすることで、よりよい医療の提供を行うこと、医学の発展に寄

与することを目的としています。本研究は京都医療センターの倫理委員会の審査・承認を

受け、病院長の許可を得ています。  

1．研究課題名 

京都医療センターで治療管理を行った絨毛性疾患の後方視的検討 

 

2．研究の概要 

［対象］ 

２０10 年１月以降に当院で治療管理を行った絨毛性疾患患者を対象としています。 

 

［方法］ 

対象者の年齢、病名、治療方法、検査データ、合併症、予後などを後方視的に検討します。 

 

［研究期間］ 

倫理審査承認後から２０２３年１２月３１日まで 

 

3．研究組織 

この研究は当院でのみ行われます。 

［研究実施責任者］ 

独立行政法人 国立病院機構 京都医療センター 産科婦人科 安彦 郁 

 

［研究担当・分担者］ 

天野泰彰・江本郁子・上田匡・露木大地・岸本尚也・北野照 

 

4．試料・個人情報の管理について 

①本研究で取り扱う患者の個人情報は、上記の情報のみです。その他の個人情報(氏名、住

所、電話番号など)は一切取り扱いません。 



②抽出したデータは当科内のみで管理し、ほかの研究機関等には一切公開いたしません。 

③検査結果の正確性を確保するためにカルテを参照するため、抽出時にデータの匿名化は

行いません。データ固定後は、特定の個人を識別することができる記述など(個人識別符号

を含む)の全部を削除し、非識別匿名化情報として管理します。 

④その他、『人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針』を遵守し研究を行い

ます。 

 

5．研究結果の公表と公的データベースへの登録について 

研究の結果は学会発表や学術雑誌を通じて公に発表されることがあります。その際にも個

人情報は保護されます。 

 

6．同意の取り消しについて 

本研究への参加は対象者の自由意思によるものです。ご自分の情報を使用して欲しくない

場合は、これを拒否することが可能です。その場合も不利益を受けることはありません。研

究同意の取り消しを希望された場合、該当する情報について調査し、当院での使用を停止し

ます。同意取り消しは、下記の連絡先に連絡してください。 

 

7．研究資金・利益相反について 

本研究は公的資金からの研究費を得ていません。本研究実施にあたり、利益相反はありま

せん。 

 

8．本研究について詳しい情報が欲しい場合 

この研究について何か分からないことやご心配なことがありましたら、遠慮なくご相談下

さい。 

1） 本研究課題についての相談窓口 

独立行政法人 国立病院機構 京都医療センター 産科婦人科 安彦 郁 

電話: 075－641－9161, E-mail: kaoruvc@gmail.com 

 


